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◎
特
集
　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　
本
市
は
、
近
世
初
頭
に
白
河
藩
の
政
治
経
済
の
中
心
地
と

し
て
小
峰
城
と
そ
の
城
下
町
が
整
備
さ
れ
今
日
ま
で
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
小
峰
城
跡
を
核
と
し
た
旧
城
下
町
に
は
、
伝

統
的
な
建
造
物
が
集
積
す
る
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
が
残
り
、

往
時
の
面
影
を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
白
河

提
灯
ま
つ
り
や
白
河
だ
る
ま
市
な
ど
の
祭
礼
や
伝
統
行
事
な
ど

の
人
々
の
活
動
が
受
け
継
が
れ
、
歴
史
的
建
造
物
と
一
体
と

な
って
良
好
な
歴
史
的
風
致
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
歴
史
的
風
致
が
評
価
さ
れ
、
今
年
の
２
月
23
日

に
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く
「
白
河
市
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
」
が
国
認
定
と
な
り
、
歴
史
と
伝
統
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

▶
小
峰
城
本
丸
南
面
の
石
垣
崩
落
の
状
況

▶
小
峰
城
見
学
会
の
様
子

小
峰
城
の
復
興
と

　
　
　
歴
史
ま
ち
づ
く
り

■
白
河
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り

■
震
災
に
よ
る
被
害
の
状
況

■
復
興
へ
向
け
た
取
り
組
み

◀
紙
屋
醸
造
建
造
物
群

　歴史まちづくり法に基づき認定された歴史まちづくり計
画の重点区域内において、地域の歴史的風致を形成し、
歴史的風致の維持および向上のために保全を図る必要が
あると認められる歴史的な建造物を、認定計画の計画期
間内に限り、「歴史的風致形成建造物」として指定する制
度です。
　第一次指定として、桜町の紙屋醸造建造物群など13
件48棟を指定しました。歴史的風致形成建造物に指定された建造物には、表示プレートが
設置されています。

　地域固有の歴史や伝統を反映した人々の活動と、その活動が行われる歴史上価値の高
い建造物やその周辺の市街地とが一体となって形成してきた良好な市街地の環境のこと
で、人々の活動（ソフト）と建造物（ハード）を合わせた概念です。
（平成20年11月施行　歴史まちづくり法第１条）
◆歴史的風致形成建造物とは

◆歴史的風致とは

◎
入
場
料　
　

 

無
料　
※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
内　
容      

「
小
峰
城
石
垣
の
歴
史
的
価
値
と
復
興
」

　
　
　
　
　
　
　
講
師　
東
北
芸
術
工
科
大
学
芸
術
学
部
歴
史
遺
産
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
准
教
授　

北き

た

の野　
博ひ

ろ

し司　
氏

　
　
　
　
　
　

  

「
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
と
歴
史
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　

  　
  

講
師　
東
北
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教　
授　

高た

か

は

し橋　
恒つ

ね

お夫　
氏

　
　
　
　
　
　

◎
日
時　
12
月
４
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◎
会
場　
市
立
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
場
小
路
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
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課
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２
３
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０
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　３月11日の大震災により甚大
な被害を受けた小峰城跡や歴史
的建造物の復興と歴史まちづくり
ついて、市民の皆さんとともに考
えるための講演会を開催します。
　今月号では、講演会のお知ら
せと歴史まちづくりについて紹
介します。　

北
野
博
司
氏
（
１
９
５
９
年
生
ま
れ
）

◦
研
究
テ
ー
マ

　
近
世
城
郭
石
垣
築
造
技
術
、
窯
業
史
、

　
古
代
地
域
社
会
論
な
ど

◦
小
峰
城
跡
保
存
管
理
計
画
策
定
委
員

◦
研
究
テ
ー
マ

　
在
方
集
住
大
工
、
伝
統
技
能
な
ど

◦
福
島
県
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
委
員
会

　
委
員
な
ど
を
歴
任

◇
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◇

高
橋
恒
夫
氏
（
１
９
４
８
年
生
ま
れ
）

　
計
画
が
始
動
し
た
矢
先
の
３
月
11
日
に
大
地
震
が
発
生
し
、

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
核
に
な
っ
て

い
る
小
峰
城
跡
は
、
合
計
10
か
所
の
石
垣
が
崩
落
す
る
な
ど
、

東
日
本
の
文
化
財
で
最
大
規
模
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
城
下
町
の
ま
ち
な
み
を
形
成
し
て
い
る
蔵
な
ど
の

歴
史
的
建
造
物
も
、
屋
根
瓦
や
土
壁
が
崩
落
す
る
な
ど
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　　

小
峰
城
跡
に
つ
い
て
は
、
10
月
２
日
に
、
小
峰
城
見
学
会

が
開
催
さ
れ
、
３
２
０
人
の
参
加
者
が
石
垣
崩
落
の
状
況
を

見
学
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
発
掘
調
査
や
石
垣
の
測
量
、
樹

木
調
査
な
ど
を
行
い
、
国
の
文
化
財
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り

石
垣
の
修
復
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
実
施
し
た

う
え
で
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く
「
歴
史
的
風
致
形

成
建
造
物
」
に
指
定
し
、
保
全
と
活
用
を
図
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、
震
災
を
乗
り
越
え
、
旧
城
下
町
の
良

好
な
歴
史
的
風
致
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
小
峰
城
跡
や

歴
史
的
建
造
物
の
復
興
と
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


